












研究目的 

乳児期早期に閉塞型黄疸を呈する疾患には先天性胆道閉鎖症,新生児肝炎その他多くの疾

患がある。先天性胆道閉鎖症は出生数 1万人に対し約 1例の割で発生し,ほぼ同数のその他

閉塞型黄疸と合せるとほぼ 5,000 人に 1例の患児が発生している。この内,先天性胆道閉鎖

症は生後約 60 日以内に手術しないと予後が極めて悪くなるが,他の肝内胆汁うっ滞との鑑

別が困難なことがあり,しばしば診断,手術が遅れる傾向がある。本研究の目的の1つはこ

の早期診断法の開発である。 

これら疾患の治療には未だ問題が多く,特に先天性胆道閉鎖症では手術のみでは必ずしも

治癒は望めず,術前術後の管理如何が予後に多大の影響を与える。しかしながらこれの管理

基準は未だ確立されておらず,各研究者の経験に基ずいて行なわれているのが現状である

ので,現在の時点における管理基準を設定して,この面での発展を促進しようとするのが第

2の目的である。 


